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言語聴覚士が行う直接訓練には 2 つの目的があります。1 つは、嚥下障害を抱える方の病態を理解し、安全に摂

食できる方法を見出すことです。嚥下障害のある方は食物物性・姿勢・1 口量・ペースなどの条件で摂食状況が変わ

り、Best Swallow や Worst Swallow のように常に同じ運動とは限りません。また、嚥下造影検査や嚥下内視鏡

検査などで病態は理解できますが、検査でできたことが日常ではうまくいかないことや、逆に日常のほうが良い場合もあ

り、検査時のパフォーマンスをそのまま鵜呑みにすることもできません。言語聴覚士は、精密検査や普段の様子から病態

を把握し、どのような時にどのような食べ方をするのかを検討し理解したうえで、ベストな訓練方法や訓練内容を実践す

ることが求められます。また、ご本人の能力を引き出しつつ、本人・家族・関係職種が求める摂食を実現することも専門

職としての務めです。ご本人の能力以上を求めることは難しいことで、事故につながる危険性もあります。私たち言語聴

覚士は、本人が持つ能力の中で最高のパフォーマンスを常に継続できるよう、その支援方法を検討することも重要な仕

事で、直接訓練で行っていく重要な内容です。そして自身の臨床技能をふんだんに用いて、徐々に本人のパフォーマン

スを引き上げていく仕事がプロフェッショナルとも言えます。 

2 つ目は、常に同じパフォーマンスを発揮できるよう、運動や行動を学習することです。学習に必要なキーワードは「反

復」と「フィードバック」です。ご本人が新たな摂食方法を無意識に実行できるようになるまで、私たち言語聴覚士や他の

専門職が安全を担保しつつ反復し、それをご自身で実行しフィードバックできるまでを目指すことが目標です。この学習プ

ロセスを実行し支援するのも『直接訓練』の大切な目的です。 

この２つを実行するには、「ヒトが食べることの理解」「本人の能力を最大限引き出す臨床技能」「臨床家としての判

断力」など、基礎から応用までの臨床力が必要です。これらがなければ日々の食事介助という行為だけに留まり、うまく

食べられた時もその理由がよくわからず臨床力の積み上げができません。どんな方にも必要な方に必要な専門サービスを

提供できることが専門職の存在意義です。 

今回のセミナーでは、直接訓練で必要な理解と臨床技能の 2 点に注力し、これまでの臨床経験から培った点を基盤に

お伝えします。嚥下障害を抱える方々のパフォーマンスを高める臨床力にこだわり、実践的にお示ししたいと思います。 

多くのみなさまのご参加をお待ちしています。 

12/7(日) 13:00～15:30 2025 

言語聴覚士が行う直接訓練 

講師 柴本 勇先生(聖隷クリストファー大学） 

対 象     言語聴覚士 ほか 

申込方法  当研究会ホームページまたは右記の QR コードからお申し込みください． 

参加費    当研究会会員：無料     会員外：3,000 円 

※会員として参加される場合，12/3（水）までに入会手続きをお済ませください。 

申込締切 2025 年 12 月 5 日（金）定員になり次第締め切ります。 
 

 

専門職として目指すこととそれを支える臨床技能 

～日々食事介助だけになっていませんか？～ 

 


